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ウ
イ
ル
ス
・
地
球
環
境
・
核
兵
器
、
人
類
の
生
存
の
危
機

被
ば
く
７
５
年 

い
ま
こ
そ
声
を
あ
げ
よ
う
！ 

 

▲第６回理事会（大保連会議室） 

▲2018 年世界大会閉会総会の会場 ２階席の壁に 
全国の「行進ペナント」が飾られています。 

核兵器禁止条約批准国 

  5 月 19 日 中米のベリーズ批准  

 3７か国（あと 13か国で 50か国に） 

ヒバクシャ国際署名数 

５９万８１８４筆（４月 30 日現在）

大阪原水協第６回理事会 

平和行進＆世界大会の成功

    

大
阪
原
水
協
は
、
５
月

１
４
日
第
６
回
理
事
会

を
大
阪
市
内
で
開
催

し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
で
通
常
は

原
水
協
事
務
所
で

開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
「
密
」

に
な
ら
な
い
工
夫

を
し
て
全
員
マ
ス

ク
を
つ
け
て
の
会

議
で
し
た
。 

 
 
 

 

情
勢
の
論
議
で

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
が
延
期
さ

れ
、
核
保
有
国
が

新
た
な
核
軍
拡
の

危
険
性
、
日
本
に

「
敵
基
地
攻
撃
」

（
毎
日
新
聞
）
の

中
距
離
ミ
サ
イ
ル

の
日
本
配
備
の
可

能
性
が
現
実
味
を

帯
び
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
４
月
１

６
日
の
日
本
原
水
協

常
任
理
事
会
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
こ

の
間
の「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
近
畿
訴
訟
」

が
延
期
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
５

月
３
０
日
に
予
定
し
て
い
た
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
近
畿
訴
訟
完
全
勝
利
を

め
ざ
す
つ
ど
い
」
を
延
期
す
る
こ

と
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
議
題
に

う
つ
り
ま
し
た
。 

 
 

議
題
は
「
２
０
２
０
国
民
平
和

大
行
進
」
と
「
原
水
爆
禁
止
２
０

２
０
オ
ン
ラ
イ
ン
世
界
大
会
」
に

つ
い
て
議
論
を
し
ま
し
た
。 

「
府
民
感
情
に
配
慮
し
た
平
和
行

進
を
粛
々
と
実
施
し
よ
う
」 

６
月
３
０
日
（
火
）
か
ら
始
ま

る
国
民
平
和
大
行
進
は
４
月
９
日

に
実
行
委
員
会
が
発
足
し
て
実
施

要
綱
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
理
事

会
で
改
め
て
今
年
度
の
平
和
行
進

の
留
意
点
を
確
認
し
、
地
域
原
水

協
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
十

分
配
慮
し
た
と
り
く
み
を
確
認
し

ま
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と

め
る
と
、 

①
規
模
を
縮
小
し
て
も
粛
々
と
実

施
す
る
②
市
役
所
な
ど
の
集
合
・

解
散
場
所
で
は
役
所
を
尋
ね
る
府

民
の
感
情
に
よ
っ
た
ア
ピ
ー
ル
を

す
る
③
宣
伝
カ
ー
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
な
ど
準
備
す
る
④
熱
中
症

の
危
険
が
あ
る
場
合
、
行
進
を
中

止
す
る
こ
と
も
あ
る
⑤
医
療
従
事

者
が
大
変
な
時
期
で
は
あ
る
が
行

進
に
は
看
護
師
を
民
医
連
の
協
力

で
配
置
す
る
⑥
飛
沫
感
染
の
防
ぐ

た
め
行
進
者
の
ピ
ー
ス
コ
ー
ル
や

う
た
ご
え
な
ど
は
中
止
、
な
ど
で

す
。
そ

の
た
め

府
民
ア

ピ
ー
ル

す
る
平

和
行
進

グ
ッ
ズ

と
し
て

「
行
進

ペ
ナ
ン

ト
」
や
「
行
進
フ
ラ
ッ
グ
」
を
大

い
に
活
用
し
ま
す
。 

大
阪
原
水
協
は
「
平
和
行
進
チ
ラ

シ
（
版
下
）」
を
作
成
し
、
加
盟
団

体
・
地
域
に
配
り
ま
す
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
世
界
大
会
・
平
和
の 

波
を
成
功
さ
せ
よ
う 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
大
阪
集
会 

 

５
月
８
日
、
原
水
爆
禁
止
世
界 

大
会
実
行
委
員
会
総
会
が
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
概
要
は
、 

◇
国
際
会
議
・
８
月
２
日
（
日
）
１

０
：
０
０
～ 

◇
世
界
大
会
・広
島
デ
ー
大
会 

 

８
月
６
日
（木
）１
０
時
～ 

◇
世
界
大
会
・長
崎
デ
ー
大
会 

 

８
月
９
日
（日
） 

 

※
い
ず
れ
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー 

形
式
、
参
加
者
１
０
０
０
人 

 
 

他
の
ユ
ー
チ
ュ
ウ
ブ
も 

大
阪
原
水
協
は
、
こ
の
提
起
を 

う
け
て
８
月
６
日
（
木
）
エ
ル
お

お
さ
か
南
館
で
１
９
時
よ
り
、
世

界
大
会
大
阪
集
会
を
開
催
し
ま
す
。 

催
し
内
容
の
概
略
は
、
世
界
大
会

広
島
デ
ー
大
会
（
録
画
）
を
参
加

者
で
視
聴
、
原
水
協
か
ら
の
行
動

提
起
、
被
爆
者
や
他
団
体
か
ら
の

決
意
表
明
、
最
後
に
「
平
和
の
波
」

出
発
の
記
念
撮
影（
詳
細
は
次
号
） 

８
月
９
日
（
日
）
は
、
天
王
寺
と

ナ
ン
バ
高
島
屋
前
で
１
０
時
半
か

ら
署
名
宣
伝
行
動
、
１
１
時
０
２

分
「
全
員
黙
と
う
」
で
「
平
和
の

波
」
行
動
の
終
結
と
な
り
ま
す
。 

各
地
域
で
も
同
様
な
「
平
和
の
波
」 

行
動
を
展
開
し
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
の
行
動
に
必
要
な
「
平 

和
グ
ッ
ズ
」を
用
意
し
て
い
ま
す
。 
 

今
年
度
の
世
界
大
会
は
現
地
、 

広
島
や
長
崎
に
代
表
派
遣
す
る
取 

り
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大 

会
成
功
を
願
う
団
体
・
個
人
の
み 

な
さ
ん
は
、「
行
進
ペ
ナ
ン
ト
」に 

記
名
し
て
い
た
だ
い
て
、
大
阪
原 

水
協
役
員
が
現
地
広
島
に
お
届
け 

し
ま
す
。
広
島
実
行
委
員
会
で
は 

８
月
４
日
（
火
）、
原
爆
ド
ー
ム
か 

原
爆
資
料
館
を
全
国
か
ら
集
ま
っ 

た
「
行
進
ペ
ナ
ン
ト
」
で
人
間
の 

鎖
を
つ
く
る
予
定
で
す
。
広
島 

に
あ
な
た
の
思
い
を
届
け
ま
す
。 

「
行
進
ペ
ナ
ン
ト
」
は
７
月
３
１ 

日
ま
で
に
大
阪
原
水
協
に
届
け
て 

く
だ
さ

い
。
８

月
２
か

３
日
に

広 島
実
行

委
員
会

に
届
け

ま
す
。 
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全
国
か
ら
送
ら
れ

た
ペ
ナ
ン
ト
。
今

年
度
は
原
爆
ド
ー

ム
な
ど
に
人
間
の

鎖
と
と
も
に
飾
ら

れ
る
予
定
で
す
。

確 認 
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 大阪にもあったミサイル基地反対運動 

能勢ナイキ・Ｊ基地化阻止５０周年～１９７０年６月～ 

コロナ禍でもソーシャル・ディスタンスを守り ６・９行動 

ヒバクシャ近畿訴訟 

大阪高裁判決不当判決

今
か
ら

５
０
年
前
、

大
阪
能
勢

天
王
地
区

に
ミ
サ
イ

ル
基
地
建

設
を
計
画

し
た
防
衛

庁（
当
時
） 

の
計
画
が

判
明
し
、

地
元
か
ら

反
対
の
運

動
が
生
起

し
た
の
は

７
０
年
６

月
で
し
た
。

今
年
は
５

０
年
を
迎

え
ま
す
。

ど
の
よ
う

な
闘
い
で

あ
っ
た
か

振
り
返
り

ま
し
ょ
う
。 

 

防
衛
庁
の
第
三
次
防
衛
力
整
備

計
画
に
も
と
づ
い
て
、
航
空
自
衛

隊
第
四
高
射
群
配
備
計
画
の
具
体

化
と
し
て
大
阪
防
衛
施
設
局
が
、

大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
天
王
地
区

の
深
山
を
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
予
定

地
に
策
定
し
、準
備
を
開
始
し
た
。 

配
備
予
定
の
ナ
イ
キ
・
Ｊ
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ナ
イ
キ
・
ハ
ー
キ
ュ
リ

ー
ズ
と
い
う
核
ミ
サ
イ
ル
を
非
核

化
（
三
菱
重
工
業
）
し
た
も
の
。 

但
し
、
い
つ
で
も
核
弾
頭
に
付
け

替
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。 

反
対
運
動
を
概
略
す
る
と
、 

＊
６
月
１
８
日
天
王
部
落
総
会
反 

対
決
議 

＊
６
月
２
５
日
平
和
行
進
大
阪
入

り
（
池
田
） 

＊
６
月
２
６
日
平
和
行
進
能
勢
町

入
り（
ナ
イ
キ
基
地
反
対
の
声
） 

＊
同
日
、
能
勢
町
議
会
「
ナ
イ
キ

設
置
反
対
」
全
員
一
致
決
議 

＊
６
月
３
０
日
「
能
勢
の
ナ
イ

キ
・
Ｊ
基
地
反
対
大
阪
連
絡
会

議
」
を
結
成
（
平
和
が
事
務
局
） 

＊
７
月
１
日
「
能
勢
町
へ
の
ナ
イ

キ
基
地
建
設
に
反
対
す
る
声

明
」
発
表
（
大
阪
原
水
協
・
大

阪
平
和
を
守
る
会
連
名
） 

＊
８
月
６
日 

原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
・
広
島
大
会
、
９
日
長
崎

大
会
に
大
阪
代
表
団
は
「
能
勢

町
へ
の
ナ
イ
キ
基
地
設
置
反

対
」
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
参
加 

こ
れ
以
降
、
大
阪
の
平
和
・
民

主
勢
力
が
総
力
を
あ
げ
て
反
対
運

動
を
展
開
し
、
７
年
間
の
闘
い
の

結
果
、１
９
７
７
年
３
月
１
８
日
、

三
原
防
衛
庁
長
官
（
当
時
）
が
衆

議
院
予
算
委
員
会
で
“
断
念
”
表

明
が
あ
り
、
闘
い
は
勝
利
で
終
結

し
ま
し
た
。
連
絡
会
議
は
次
の
よ

う
に
総
括
し
て
い
ま
す
。 

一 

能
勢
町
議
会
の
反
対
決
議
を

は
じ
め
１
万
町
民
の
強
い
反
対

の
意
志 

二 

地
元
の
闘
い
に
連
帯
し
た
大

阪
府
下
の
平
和
・
民
主
勢
力
の

闘
い（
大
阪
総
評
も
反
対
運
動
） 

三 

黒
田
革
新
府
政
の
誕
生
、
能

勢
周
辺
自
治
体
の
反
対
決
議 

四 

全
国
の
基
地
反
対
の
闘
い
と

連
帯
し
た
こ
と 

以
上
の
総
括
と
あ
わ
せ
て
当
時

（
１
９
７
２
年
衆
議
院
選
挙
）、 

日
本
共
産
党
（
大
阪
選
出
６
名
）、 

日
本
社
会
党
、
公
明
党
な
ど
の
政 

党
も
反
対
し
て
い
ま
し
た
。 

   
      
 

 
                     
 
 
 
 

大
阪
原
水
協
は
五
月

七
日
、
五
月
晴
れ
の

も
と
６
・
９
行
動
を

上
六
近
鉄
前
で
行
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
宣
伝
活
動
、「
原

爆
と
人
間
」
展
パ
ネ

ル
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守

っ
て
楽
し
く
市
民
に

訴
え
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
民
医
連

の
代
表
は
「
マ
ス
ク

も
消
毒
液
も
不
足
。

医
療
機
関
は
崩
壊
寸 

前
で
す
。
家
族
か
ら
仕
事
に
行
か 

な
い
で
と
訴
え
ら
れ
る
中
、
仕
事

を
し
て
い
ま
す
」、共
産
党
の
代
表

か
ら
は
「
戦
闘
機
な
ど
の
軍
事
費

を
削
り
、
医
療
や
福
祉
な
ど
生
活

関
連
に
予
算
を
回
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」、４
月
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
、

世
界
大
会
に
参
加
予
定
し
て
い
た

労
働
者
か
ら
は
「
核
兵
器
禁
止
条

約
を
一
日
で
も
早
く
実
現
し
よ

う
」と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
大
阪
労
連
、

大
阪
平
和
委
員
会
、

大
阪
民
医
連
、
大
教

組
、
日
本
共
産
党
、

大
阪
非
核
の
会
、
大

阪
原
水
協
な
ど
１
６

人
（
写
真
左
）
で
し

た
。
署
名
活
動
が
と

り
く
み
に
く
い
状
況

の
な
か
「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
」
は
６

名
の
か
た
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

五
月
二
十
七
日
、
大
阪
高
裁
第

二
民
事
部
は
、
原
爆
症
認
定
を
求

め
て
控
訴
し
て
い
た
Ｓ
さ
ん
（
７

７
歳
、
長
崎
の
爆

心
地
か
ら
４
㌔
地

点
の
直
爆
と
そ
の

後
の
入
市
被
爆
。

被
爆
当
時
３
歳
余
、

前
立
腺
が
ん
）
に

対
し
、
「
控
訴
棄

却
」
の
不
当
判
決

を
下
し
ま
し
た
。 

こ
の
判
決
は
、

原
爆
症
集
団
訴
訟

以
来
の
長
い
闘
い

の
中
で
築
き
上
げ

て
き
た
到
達
点
を

踏
ま
え
ず
、
最
高

裁
松
谷
訴
訟
で
し
め
し
た
被
爆
と

被
害
の
因
果
関
係
、
被
爆
の
実
相

と
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
い
判
決

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

地
裁
で
は
争
点
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
事
実
認
定（「
浦
上
川
で
水
浴

び
を
し
た
」
な
ど
の
証
言
）
に
つ

い
て
も
被
爆
当
時
、
原
告
が
幼
児

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
記
憶
や
証

言
の
あ
い
ま
い
さ
を
理
由
に
し
て

疑
問
視
し
て
い
る
こ
と
、
放
射
性

降
下
物
に
つ
い
て
の
原
告
の
主
張

も
無
視
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

「
不
当
だ
っ
た
地
裁
判
決
よ
り
も

更
に
悪
く
、
評
価
す
べ
き
と
こ
ろ

な
全
く
な
い
不
当
判
決
で
あ
り
、

被
爆
者
の
実
態
を
見
ず
耳
を
傾
け

ず
に
、
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
い

う
傲
慢
な
態
度
で
あ
っ
た
」
（
藤

原
弁
護
団
長
）
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

Ｓ
さ
ん
か
ら
は
、「
目
下
、長
崎

で
入
院
中
で
あ
り
移
動
も
ま
ま
な

ら
ず
、
傍
聴
支
援
の
皆
さ
ん
に
は

感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
」
と
の
お

礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。 

原
告
が
勝
利 

 

「国
は
国
は
控
訴
す
る
な
！
」 

６
月
３
日
大
阪
地
裁
は
厚
労
省

に
よ
る
「
原
爆
症
認
定
申
請
却
下

処
分
」
を
取
り
消
す
と
の
判
決
を

示
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
不
当
判

決
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
判
決
は
被
爆
者
を
救
済
す
る
当

然
の
判
決
で
す
。
喫
緊
の
課
題
は

国
に
控
訴
さ
せ
な
い
事
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

 

▲71.10.17 能勢ナイキ反対関西集会後の行進 

＜写真提供：田村茂美氏＞ 

▲能勢ナイキ・Ｊ配備問題で防衛庁と交渉する大阪

連絡会と共産党国会議員団（73.3.2）田村氏提供 

 
 

能
勢
の
現
地
で
闘
い
の
先
頭 

に
立
っ
て
い
た
大
阪
平
和
を
守 

る
会
能
勢
支
部
が
発
行
す
る 

機
関
紙
「
こ
ぶ
し
」 

  
当面の予定  

＊6 月 13 日（木）10:30 

 第 5 回理事会 

 府内通し行進者結団式 

＊6 月 30 日（日）11:45 

 国民平和行進幹線コース 

奈良から引き継ぎ集会 

(柏原市役所・大和川河川敷) 


